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    《なかよく・かしこく・たくましく》 
 

令和 2 年 11 月 27 日（金）no.35  文責：上田 
 

 2 学期も残り一月 

  11 月も後半となりました。紅葉の便りからインフルエンザやストーブの話題へと変わりつ

つあります。子どもたちの登校時の服装も、長袖を着込んだ子が増えています。短パン・Ｔシ

ャツという子もいますが。全国的には新型コロナウイルスが過去最高の感染者数となるなど、

換気の悪くなる冬を前に一層の警戒を必要とする状況です。家庭でも感染症対策には十

分に注意願います。 

  さて、令和 2年も残すところ約一月となりました。2学期末を迎えます。学習や生活の振り

返りの時期でもあります。１２月１週目には、熊本県学力調査も予定しています。これまでの

学習の定着を測るテストです。また、12月 4日・5日には 5月から延期となっていた 6年

生の修学旅行、10 日には校内持久走大会があります。子どもたちには 12 月 25 日の終

業式まで元気に過ごしてほしいと思います。 

 クイズ 矢野 甚兵衛さんをご存じですか 
  布田保之助 ➡ 通潤橋（山都町） となります。では、矢野甚兵衛 ➡     ？    （西原

村）は？ 次の３枚の写真がヒントです。難しいですかね。 

 

 

 

 

 

    

  ２６日（木）、４年生が正解の場所に見学に出かけました。この場所は、熊本地震で被災

し、平成６年度の完成に向け現在工事中です。最初に作られたのは約２００年前の江戸時

代、その後、村の農業を支えてきました。「全国堤１００選」の一つでもあります。 

  正解は、皆さんご存じの『大切畑堤（ダム）』です。矢野甚兵衛さんは、当時の布田手永

（ふたてなが）の惣庄屋で、農業用水の確保ために塩井社等の湧水を貯めるため、大切畑

堤を地域の人々と作り上げるという偉業を成し遂げた先人です。 

右上の写真は、今回の新たな堤の工事に伴う排水トンネルの内部です。４年生にとって、

完工後、貯水されると、二度と入ることができなくなる一生に一度の貴重な体験でした。 

山西っ子 

 

 

 

２７日、低・中・高学年別に人権集

会を行いました。（「ケロちゃん危機

一髪」低学年集会の様子） 

  
 


